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本日の内容

〇国立国会図書館ビジョン2021－2025

〇デジタルシフトの進捗状況

～電子情報サービスの近年の動き～
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国立国会図書館 ビジョン2021-2025
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⚫ 1948年開館
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国立国会図書館ビジョン2021-2025

5
国立国会図書館のデジタルシフト

ー情報資源と知的活動をつなぐ7つの重点事業ー
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国のデジタル情報基盤の拡充

情報資源提供のための恒久的なインフラ整備

5 資料デジタル化の加速

6 デジタル資料の収集と長期保存

7 デジタルアーカイブの推進と利活用

国立国会図書館のデジタルシフト
ー情報資源と知的活動をつなぐ7つの重点事業ー

強化・拡充

ユニバーサルアクセスの実現

将来にわたる全ての利用者に多様な情報資源を
提供

1 国会サービスの充実
2 インターネット提供資料の拡充
3 読書バリアフリーの推進
4「知りたい」を支援する情報発信

国立国会図書館ビジョン2021-2025
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11国立国会図書館年報 令和5年度より



12国立国会図書館年報 令和5年度より



デジタルシフトの進捗状況
（電子情報サービスの近年の動き）

資料デジタル化の加速（重点事業5 ）

インターネット提供資料の拡充（重点事業2）

読書バリアフリーの推進（重点事業3）

実験的サービス 次世代デジタルライブラリーの紹介

デジタル資料の収集と長期保存（重点事業6）

デジタルアーカイブの推進と利活用（重点事業7）

「知りたい」を支援する情報発信（重点事業4）
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資料デジタル化
の加速
（重点事業５）

～資料デジタル化の目的～

〇資料原本の保存
紙資料の原本を利用に供することによる汚損、破損を避けるた

めにデジタル化を行い、原本に代えてデジタルデータを提供して
います。

〇サービスの向上

デジタルデータを提供することで、閲覧や検索における利便性
や、障害者を含むあらゆる人々の利用可能性の向上を図ります。
著作権等に留意しながら、デジタル化の成果が広く社会的に利活
用されるように努めています。
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2020年までのデジタル化
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1990年代 • パイロット電子図書館プロジェクト、電子展示会「ディジタル貴重書展」

2000年 • 貴重書画像データベース公開

2002年 • 「近代デジタルライブラリー」公開
    （著作権処理を実施した図書約33,000冊をインターネット公開、その後も2万～4万冊／年を追加）

2009年 • 著作権法改正 → 国立国会図書館で保存目的のデジタル化が可能に

2009年～
2011年

• 大規模デジタル化事業実施（2009年度補正予算、2010年度補正予算）

2011年 • 「国立国会図書館デジタル化資料」公開

     （ 2014年「国立国会図書館デジタルコレクション」に名称変更）

2012年 • 著作権法改正 → 絶版等入手困難なデジタル化資料について、図書館等への送信が可能に

2014年 • 図書館向けデジタル化資料送信サービス（図書館送信）開始

2015年 • 災害関係資料のデジタル化（2014年度補正予算）

2018年 • 著作権法改正→絶版等入手困難なデジタル化資料について外国の図書館等への送信も可能に

2019年 • 図書館送信を外国の図書館等にも拡大

2020年 • 「新型コロナウイルス感染症」感染拡大への対応が始まる

資料デジタル化と提供拡充の経緯（2020年まで）



デジタル化資料提供点数の動向（～2020年）
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大規模デジタル化事業



2021年以降の計画と進捗
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「新型コロナ感染症」感染拡大（2020年～）

全国の図書館が閉館（資料にアクセスできない）

インターネット経由での資料提供の拡充が求められる

19

令和2年度補正予算の措置以降、これま
で国内刊行図書のデジタル化を集中的に
実施中

著作権法改正（2021年）

国立国会図書館から個人への絶版等
資料のインターネット送信

「新型コロナウイルス感染症」感染拡大への対応



資料デジタル化基本計画2021-2025

デジタル化の優先順位

⚫ 唯一性・希少性
⚫ 資料の利用機会の拡大
⚫ 資料の劣化状況、保存の緊急性
⚫ デジタル化への社会的・学術的ニーズ
⚫ 国や世界の体系的なデジタルコレクション構築への貢献
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https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/digitization_plan2021.pdf



デジタル化の対象範囲

国内で刊行された以下の資料

• 2000年までに刊行された図書 約170万点

•刊行後 5 年以上経過した雑誌

•その他の資料

•古典籍資料、録音・映像資料、博士論文、憲政資料、日本占領
関係資料、日本移民関係資料、地図資料、新聞資料
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資料デジタル化基本計画2021-2025
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/digitization_plan2021.pdf



デジタル化資料提供点数の動向
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インターネット提供資料の拡充

蔵書
デジタル化

国立国会図書館

絶版等入手が困難なもの

203万点
(2025.2)

著作権保護期間満了・
許諾等

65万点
(2025.2)

インターネット公開

2021年著作権法改正

個人への送信
【2022年5月19日開始】

29万人
（2025.2末）

766万件
（FY2023）

34万件
（FY2023）

図書館への
送信

国内1,476館
海外11館
(2025.3)
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デジタル化の
最新状況
（2025年2月末現在）
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資料群
インター
ネット
公開

送信
サービス

館内
限定公開

合計

図書 37 102 83 222

雑誌 2 83 56 140

古典籍 8 2 0.3 10

博士論文 1 14 2 18

新聞 - - 17 17

その他 16 3 12 32

合計 65 203 171 439

(万点)



デジタル化の実務

ーどうやってデジタル化しているのか
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①資料選定 ②スキャン ③品質検査 ④データ登録 ⑤公開
26



デジタル化作業

『国立国会図書館月報』
（733）2022.5
から一部抜粋

27https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_12233022_po_geppo2205.pdf?contentNo=1



デジタル化とサービス
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デジタル化資料は

国立会図書館デジタルコレクションで提供

国立国会図書館デジタルコレクション

（トップ画面）

https://dl.ndl.go.jp/ja/
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デジタル化資料のほかに、収集した
電子書籍・電子雑誌も提供しています。



デジタル化資料＜主な資料群の紹介①＞
（詳細は、国立国会図書館デジタルコレクション「資料の概要説明」をご覧ください。すべての資料群ではありませんが、
タイトルリストのデータセットも提供しています。）

https://dl.ndl.go.jp/intro#t1
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資料群 年代等

図書 明治期以降、1995年までに整理された図書等

雑誌 国内刊行雑誌のうち、劣化した雑誌や学術雑誌等（刊行後5年以上経過したもの）

古典籍 貴重書・準貴重書、江戸期以前の和漢書等

博士論文
1987（昭和62）～2000（平成12）年度に国内の大学から送付を受けた論文、1923（大正12）～
1958（昭和33）年に学位授与された論文の一部

新聞 明治期以降に刊行された新聞のうち、資料保存のためにデジタル化したもの等

官報 1883（明治16）年7月2日（創刊）～1952（昭和27）年4月30日に発行された官報

帝国議会資料 帝国議会（貴族院・衆議院）の議事資料や出版物



デジタル化資料＜主な資料群の紹介②＞
（詳細は、国立国会図書館デジタルコレクション「資料の概要説明」をご覧ください。）

https://dl.ndl.go.jp/intro#t1
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資料群 年代等

憲政資料 近現代の日本の政治家・官僚・軍人などが所蔵していた書簡・書類・日記等

録音・映像関係資料

カセットテープ、ソノシートなどの録音資料（付属する冊子等を含む）、レーザーディスクなどの
映像資料（付属する冊子等を含む）、日本脚本アーカイブズ推進コンソーシアムから寄贈された
1980年以前の放送脚本（テレビ・ラジオ番組の脚本・台本）の一部、明治期以降の日本人作曲家の
手稿譜及びその関連資料の一部
（参考）国立国会図書館デジタルコレクションのうち、歴史的音源のみを検索・視聴できる歴史的
音源専用ページ（れきおん）もあります。＜https://rekion.dl.ndl.go.jp/＞

地図 明治期から1967（昭和42）年までに国内で刊行された地図資料

その他

日本占領関係資料：米国の国立公文書館が所蔵する戦後の日本占領に関する公文書のうち、米国戦略爆撃調査団文
書、極東軍文書等の一部
日系移民関係資料：中南米、北米、ハワイ等において個人からの寄贈や購入等により収集した日本人移民関係の資
料の一部
プランゲ文庫：プランゲ文庫（戦後GHQが検閲のために集めた日本国内出版物）のうち図書等の一部
歴史的音源：1900年初めから1950年頃までに国内で製造されたSP盤等に収録された音楽・演説等
他機関デジタル化資料：科学映像、東京大学附属図書館デジタル化資料、愛・地球博、内務省検閲発禁図書など



デジタル化の法的枠組み

32

⚫著作権法第31条第1項第2号

図書館資料の保存のため必要がある場合、図書館資料を用いて著作物を複製できる

図書館等（国立国会図書館も含む）は保存のためのデジタル化が可能

⚫著作権法第31条第6項

図書館資料の原本に代えて公衆の利用に供するため、又は絶版等資料に係る著作物を

自動公衆送信（送信可能化を含む）に用いるため、電磁的記録を作成し、記録媒体に

記録できる。

⚫著作権法第31条第7～11項

絶版等資料に係る著作物について、自動公衆送信を行うことができる。

国立国会図書館は原本代替や送信サービスのためのデジタル化も可能



デジタル化資料の公開範囲

出版後の時間経過
出版 絶版 著作権保護期間満了品切れ

NDL館内での閲覧

送信サービス

インターネット公開

公開範囲

許諾があれば可能

入手可能 入手困難
（＝絶版等資料）

除外手続で決定

パブリックドメイン

33
許諾があれば可能



除外手続とは

当該資料又は同内容の著作物が市場で流通している、または流通予定が
ある。

当該資料又は同内容の著作物の著作権が著作権等管理事業者により管理
されている。

当該資料の著作者から送信利用の停止の要請がある。

除外基準

データベース等との突合
による入手可能性調査

送信候補資料リストの
公開と除外申出の受付

送信開始後も除外
申出の受付を継続
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テキスト化とその活用

―実験的取組みと新しいサービス
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資料のOCRテキストデータを用いたサービス

OCRによるテキスト化

2021年度に247万点のテキスト化を実施

2024年からはNDLが開発したNDLOCRを
利用

デジタル化画像
情報  に      の 
会 動  ミ   ー   
の          に 
   ナ   ス  き  
    す    会の  
             
   す 
 の       国立国会
図書館  情報      
   動   に     
   に    年  

テキストデータ

視覚障害者等用データ送信サービス

みなサーチ
（国立国会図書館障害者用資料検索）

デジタル化資料の全文検索

国立国会図書館デジタルコレクション

36



テキスト化の
最新状況
（2025年2月末現在）
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資料群 資料概数（点）
うち、全文検索可能な資料

概数（点）

図書 222.4万 162.9万

雑誌 139.9万 137.8万

博士論文 18万 14.9万

官報 2.1万 2.1万

国立国会図書館デジタルコレクションでは、各資料の全文テキスト
データを用いた全文検索サービスを提供しています。
全文検索でヒットした箇所は、検索結果一覧に表示され、該当箇所

に直接移動することができます。

主な対象資料の内訳は下表のとおりです。

当館が国立国会図書館デジタルコレクション上で提供を行っている
図書・雑誌等資料のうち約318万点が全文検索の対象です。



「読書バリアフリー」重点事業3
NDL障害者用資料検索：みなサーチ

◆ 視覚障害その他の理由で通常の活字の印刷
物の読書が困難な方が利用しやすい形式の
資料を探すことができるサービス

◆ 視覚障害者等の方を対象として、みなサー
チで提供しているデジタル化資料の全文テ
キストデータが300万点を超え（2025年2
月）、令和6年度末までに合計約322万点
になる見込み

38
み サーチ ップ画面

https://mina.ndl.go.jp/



「帝国議会会議録検索システム」
本文テキストデータの提供開始（2024年8月）

https://teikokugikai-i.ndl.go.jp/#/ 39

国会サービスの充実
（重点事業1）

⚫ 「帝国議会会議録検索システム」
帝国議会の速記録の画像データ及
び本文テキストデータを提供

⚫ 2024年8月に、1890年11月から
1945年8月までの本文テキスト
データを、新たに公開。これによ
り、帝国議会の全期間にわたり、
速記録に掲載された質疑や議案本
文などの全文検索とテキスト表示
が可能に

⚫ 3月18日帝国議会会議録検索システ
ムに、国会会議録検索システムと
同様の、テキストデータ等を取得
できるAPI機能を追加



実験的サービス

次世代
デジタルライブラリー

https://lab.ndl.go.jp/dl/
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〇次世代システム開発研究室での研究を基にした実験的な検索サービスを提供

〇本格的な全文テキスト検索機能も、まず次世代デジタルライブラリーで開発



近年のOCR関連事業のあゆみ①

2021年度
1. デジタル化資料のOCRテキスト化事業（外部委託）
既存のOCRサービスをNDLの所蔵資料に最適化するように再学習、「国立国会図

書館デジタルコレクション」に2020年末時点で搭載されていたほぼ全ての（活字
の）デジタル化資料約247万点（約2億2300万画像コマ）のOCRテキスト化を完了

2. OCR処理プログラム（NDLOCR）の研究開発事業（外部委託）
当館が今後デジタル化した資料のテキスト化に利用できるOCR処理プログラムの

開発。NDLOCRはオープンソースとして公開しており、機械学習で改善可能かつカ
スタマイズ可能

※達成したOCRの認識性能や事業の詳細については「令和3年度OCR関連事業につい
て」（https://lab.ndl.go.jp/data_set/ocr/）のページで公表

41

https://lab.ndl.go.jp/data_set/ocr/


近年のOCR関連事業のあゆみ②

2022年度
3. 視覚障害者等用データ作成のためのOCR処理プログラムの研究開発（外部委託+

内製改良）
NDLOCRに対して認識性能改善や機能追加を実施、NDLOCR ver.2として追加公開

①読み上げ用順序の調整機能開発

②レイアウト情報の自動付与機能開発：テキストデータの構造化

③漢字の読み情報の自動付与機能開発

④テキスト化の性能改善（文字認識精度・処理速度の改善） 等

4. 古典籍資料のOCRテキスト化実験（内製開発）
ノウハウを生かしつつ新しい手法を取り入れ、「NDL古典籍OCR」を開発

42



NDL古典籍OCRを利用した全文検索機能の提供

NDL古典籍OCRで作成した古典籍資料約8万点分のテキストデータを利用して、実験サービスである次世
代デジタルライブラリーで全文検索機能を提供（国立国会図書館デジタルコレクションには未搭載）

まだ認識性能に改善の余地があるため、うまく読めない資料もあるが、内容のおおよその把握に便利

43

「おきな（翁）」で全文検索した結果
竹取物語 -次世代デジタルライブラリー (ndl.go.jp)

「月蝕（月食）」で全文検索した結果
[師守記] - 次世代デジタルライブラリー (ndl.go.jp)

https://lab.ndl.go.jp/dl/book/1287221?keyword=%E3%81%8A%E3%81%8D%E3%81%AA&page=2
https://lab.ndl.go.jp/dl/book/2577712?keyword=%E6%9C%88%E8%9D%95&page=26


近年のOCR関連事業のあゆみ③

2024年度
5. NDL古典籍OCR-Liteの開発（内製開発）
• テキスト化のニーズには小回りが利いて環境を選ばず動作する軽量なOCRも必
要

• 国内外の利用者からも、macOSへの対応や軽量版を求める声が寄せられていた

• NDL古典籍OCR開発時に作成したデータセットを再利用して軽量版の開発に
チャレンジした

• 2024年11月に公開

44



NDL古典籍OCR-Lite

45

マウスクリックのみで操作可能
なアプリケーションを提供

拡大



デジタル資料の収集と長期保存

46
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＜デジタル資料の収集と長期保存（重点事業6） ＞

有償等オンライン資料の制度収集開始

国立国会図書館法に基づく制度収集対象の拡大



有償等オンライン資料の制度収集開始
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＜デジタル資料の収集と長期保存（重点事業6） ＞



電子書籍・電子雑誌の収集制度、具体的な手続等に関しては、次のページをご参照
ください。

https://www.ndl.go.jp/jp/collect/online/index.html

49

有償等オンライン資料の制度収集開始

＜デジタル資料の収集と長期保存（重点事業6） ＞

https://www.ndl.go.jp/jp/collect/online/index.html
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未収かつ入手困難資料のデータ収集事業

国立国会図書館が所蔵していない入手困難資料につ
いて、公共図書館・大学図書館等からデジタル化
データの形式で収集する事業

• デジタル化したデータを当館に提供

• デジタルコレクションのデジタル化資料として長
期保存、送信可能なものは館内だけでなく図書館/
個人送信サービスでも利用提供

11機関からのデジタル化資料
約9,300点を収載（本事業によ
る収集のほか寄贈等も含む）
内インターネット公開約5,200
点、送信可能約2,900点

デジタル資料の収集と長期保存（重点事業6）



パッケージ系電子出版物のマイグレーション

→所蔵資料の長期保存対策

51

パッケージ系電子出版物のマイグレーション

＜デジタル資料の収集と長期保存（重点事業6） ＞

媒体種別
所蔵数

（令和2年度時点の概数）
令和５年度までの

実施数

CD 等 数十万枚以上 約 15,000

書換型の CD 等 1,000 394

USB メモリ 600 547

MO 36 36

MD 1,177 144

FD 12,400 12,312

国立国会図書館はCD、DVD、USBメ
モリといったパッケージ系電子出版物
も所蔵している。

これら電子資料の永続的な利用を保証
するために、マイグレーション（媒体
変換など）を実施

より劣化が懸念されるフロッピーディ
スク（FD）、及びUSBメモリ等のマ
イグレーションを令和5年度までにほ
ぼ終了。

現在は光ディスク（CD等）について、
アプリケーション等の機械可読資料、
図書の付録資料を中心にマイグレー
ションを実施中



NDLサーチ
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＜「知りたい」を支援する情報発信＞
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新「国立国会図書館サーチ」公開（2024年1月）

＜「知りたい」を支援する情報発信 （重点事業4）＞

1 資料やデジタルコンテンツなどの豊富な資料を探しやすく 

2 「知りたい」を支援する情報提供を充実 

3 国立国会図書館の豊富な書誌データを利活用しやすい形で提供



新「国立国会図書館サーチ」公開（2024年1月）
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⚫ 2024年1月に、従来のウェブサービ
ス「国立国会図書館検索・申込オン
ラインサービス（国立国会図書館オ
ンライン）」及び「国立国会図書館
サーチ」を統合・リニューアルし、
新しい「国立国会図書館サーチ」と
してサービスを開始した。

⚫ 調べ物に役立つ調べ方案内（1,800件
以上）を提供する「リサーチ・ナ
ビ」も新しい「国立国会図書館サー
チ」に統合された。

⚫ 結果、利用者は、資料を検索する画
面の中から調べ方案内にたどりつく
ことも、調べ方案内から資料の書誌
情報にたどりつくこともできるよう
になった。

国立国会図書館サーチ ップ画面
https://ndlsearch.ndl.go.jp/

＜「知りたい」を支援する情報発信 （重点事業4）＞



図書館等公衆送信サービス（2025年2月）
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国会図書館

複写サービス
（紙媒体）

著作物の一部分をメールなどで送信でき
るようにする

※権利者への補償金支払い義務あり

• 著作権法（昭和45年法律第48号）第31条第2項に基づくサービス

• 図書館が、調査研究の用に供するため著作物の一部分をメールなどで送信できる

• 著作権者等への補償金を、文化庁長官が指定する団体（一般社団法人図書館等公
衆送信補償金管理協会（SARLIB））に支払う

• 当館では、「遠隔複写（PDFダウンロード）サービス」として令和7年2月20日か
ら申込受付開始

「著作権法の一部を改正する法律（概要）」
（文化庁）より図を抜粋
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/

hokaisei/r03_hokaisei/

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/r03_hokaisei/
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei/r03_hokaisei/


ジャパンサーチ
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各種機関との連携協力

＜国のデジタル情報基盤の拡充＞



ジャパンサーチ ＜https://jpsearch.go.jp/＞

デジタルアーカイブの推進と利活用 （重点事業7）

◆ 我が国が保有する様々な分野のコンテンツ
のメタデータを検索・閲覧・活用できるプ
ラットフォーム

◆ 「デジタルアーカイブ推進に関する検討
会」の方針のもと、さまざまな分野の機関
との連携・協力により、国立国会図書館が
システムを運用

◆ 265のデータベースと連携し、約3100万件
のメタデータを検索可能

57



①分野の特性を活かした検索機能
テーマに沿ったコンテンツを集めた
ギャラリーを提供

③利活用促進の基盤となる利活用機能

②クリックするだけで楽しめる機能

楽しむ

活かす

探す

● お気に入  マイノートに登録  マイギャラリー 編集可能

● マ ギャラリーの共同編集  きるワークスペース

●  ャパ サーチ 集約  メ  ー  API 提供

横断検索・画像検索

ジャパンサーチの3つの機能（概要）

58



御清聴ありがとうございました
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